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今号（第1号）のトピックス

・41週(10月7日～13日)のインフルエンザ患者報告数は 14人、

定点当り 0.03人 （昨年同期 定点当り 0.04人）

・インフルエンザ様疾患による集団感染の報告はなし

・インフルエンザ定点当りの患者報告数が1人を超える都道府県はなし
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はじめに

東京都健康安全研究センターは、インフル

エンザに関する様々な情報を、都民の皆様を

始め、都内の保健医療関係機関の皆様に提供

しています。インフルエンザの予防と対策に

ぜひお役立てください。なお、厚生労働省が

インフルエンザシーズンの開始をその年の36

週と定めていますので、今号が2013-14年シ

ーズンの第1号となります。

この情報は原則として毎週金曜日に東京都

健康安全研究センター内の感染症情報センタ

ーホームページ（ idsc.tokyo-eiken.go.jp/flu/）

に掲載します。

１ インフルエンザとは

インフルエンザウイルスを原因とする呼吸

器感染症です。

おおむね1～3日を潜伏期間とし、発熱、頭

痛、咳、咽頭痛、鼻水、筋肉痛などを呈しま

す。通常のかぜに比べ全身症状が強く出やす

いことを特徴とします。

患者の多くは軽症で回復していますが、一

部重症化する例や亡くなる方も報告されてい

ます。高齢者、喘息など慢性の呼吸器疾患の

ある方、心疾患のある方、糖尿病の方、免疫

機能の低下している方などは重症化しやすい

とされ、二次的な細菌感染による肺炎などを

呈することがあります。

インフルエンザウイルスにはA型・B型・

C型があります。C型もヒトに感染しますが

流行は起こりにくいとされています。ヒトの

間で流行するのは、AH1pdm09亜型（2009年

に流行した新型インフルエンザウイルス）・

AH1N1亜型（ソ連型）・AH3N2亜型（香港

型）・B型の4タイプです。AH1pdm09亜型の

流行後、都内においてAH1N1亜型（ソ連型）

は検出されていません。
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図1. インフルエンザ定点＊当り患者報告数の推移（東京都）

* イ ン フ ル エ ン ザ 定 点
419か 所 （ 全 国 約 5 , 0 0 0か 所 ） の 医 療 機 関 を 「 イ ン

フ ル エ ン ザ 定 点 」 と し て 指 定 し て い ま す 。

** 基 幹 定 点
25か 所 （ 全 国 約 50 0か 所 ） の 医 療 機 関 を 「 基 幹 定

点 」 と し て 指 定 し て い ま す 。
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図2. 都道府県別定点当り患者報告数

41週（10/7～13）
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図3．都道府県別型別検出状況

（2013/9/2～2013/10/17）
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３つ全部

AH1pdm09 ＡＨ１ ＡＨ３ Ｂ

36週(9/2-8) 18 0 0 0 0 0
37週(9/9-15) 21 0 0 0 0 0
38週(9/16-22) 9 0 0 0 0 0
39週(9/23-29) 16 0 0 0 0 0

40週(9/30-10/6) 14 0 0 0 0 0
41週(10/7-13) 17 0 0 0 0 0

0 0 0 0合　計

表１．　定点医療機関から搬入された検体の検査結果

週 検体数 陽性数
インフルエンザウイルス
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２ インフルエンザ患者発生状況

第41週（10月7日～13日）

【東京都】インフルエンザ定点＊からの

患者報告数は14人、定点当り0.03人と

先週（0.01人 /定点）から少し増加して

います（図1）。流行の目安となる定点

当りの患者報告数1人を超えている地域

はありません。

【全国】患者報告数は190人、定点当り

0.04人です。全国も先週(0.03人 /定点）

から少し増加しています。定点当りの

報告数が1人を超えている地域はありま

せん（図2）。

３ インフルエンザ集団感染等発生状

況

今シーズンに入ってから、インフル

エンザ様疾患による学級閉鎖等及び集

団事例の報告はありません。

４ インフルエンザ入院患者発生状況

41週には基幹定点 ＊＊からの報告はあ

りませんでした。

５ 東京都の検査情報

感染症発生動向調査事業により定点

医療機関から当センターに搬入された

検体からは、インフルエンザウイルス

はまだ検出されていません。（表1）。

国立感染症研究所発行の病原微生物

検出情報(IASR)等によると、10月17日

までに、 4県から AH1pdm09亜型、 3県

からAH3亜型が報告されています（図

3）。

今季のインフルエンザＨＡワクチン株

平成25年4月19日今季のインフルエンザHA
ワクチン製造株が次のように決定され、現在、
このワクチンが供給されています。
Ａ型株
Ａ /カリフォルニア /7/2009(X-179A)(H1N1)pdm09
Ａ /テキサス /50/2012(X-223)(H3N2)

Ｂ型株
Ｂ /マサチュセッツ /2/2012(BX-51B)(山形系統)
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